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シンガポール英語の理解度と印象
─複合民族国家で生まれた新しい英語─
 文１１－０８２４ 綿　谷　あずさ
第１章　はじめに
私は小学生の頃から、テレビコマーシャルや商品パッケージなど、日常生活のあらゆるところ
で目にするローマ字表記の言葉に興味を持ち、「外国語が分かったらかっこいい、私も英語を読ん
で話せるようになりたい！」という単純な思いから英語学習への情熱を持ち始めた。当時は週に 1
回程度、アメリカ人の ALTと英語でゲームをしたりクリスマスやハロウィンなどのイベントを楽
しんだりする特別授業があったのだか、もっと難しい英語を知りたい、学びたいという思いから、
小学５年のときに英語教育でも有名な公文に通い始めた。公文の英語では、アメリカ・カンザス
州が舞台となる「オズの魔法使い」や、人種平等と差別の終焉を呼びかけたことで有名なマーティ
ン・ルーサー・キング・ジュニアの演説「I Have a Dream」などを教材として扱っており、リス
ニング教材で読まれる英文はアメリカ英語が中心であったと記憶している。また、私が通ってい
た小学校の ALTもアメリカ人１人だけだったため、当時はアメリカ英語の存在しか知らなかった
し、耳にしたことはあってもまだアメリカ英語とイギリス英語の区別はつかなかっただろう。私
の英語学習歴においてアメリカ英語中心の学習は高校まで続き、それまでに出会った外国人教師
も出身はそれぞれアメリカ・ニュージャージー州や南アメリカ、トリニダード・トバゴなど、ア
メリカ英語を基盤とする人たちであったため、私はずっと彼らのような話し方を手本にしていた。
高校は国際科へと進学し、教科書には載っていない生きた英語を学ぼうと、交換留学生として 1
年間ニュージーランドに留学することを決意した。ニュージーランドはかつてイギリスの支配下
にあったため、約 70％のヨーロッパ系イギリス人と約 15％の現地民族のマオリ、そしてポリネシ
ア系やアジア系の移民が共存している。したがってニュージーランドは英語とマオリ語が公用語
とされるが大多数はイギリス英語に近い発音や語彙の使用が見られる。それまで一度も海外経験
がなかったことや、馴染みのないイギリス英語に関して少し不安はあったが、当時 16歳の私は持
ち前のチャレンジ精神と、中学の頃から英語の成績がずっと良かったことを自信とし、ニュージー
ランドでもすぐに英語の生活に適応していけるだろうと思っていた。しかし渡航して１か月が経
つにも関わらず、ホストファミリーとの会話でも「Sorry?」「Pardon?」と聞き返すことが多く、
また、日本語にはない発音の細かな違いから相手に間違って伝わってしまったりすることもあっ
た。学校ではニュージーランド文化をより身近に感じられるように、生徒や先生も含める全員が
マオリで構成される特別クラスに在籍していた。日本の高校と同じように朝のホームルームでは
連絡事項などを確認するのだが、マオリ語訛りの英語はもはや英語とは思えない程にポリネシア
訛りが強いもので、その日の予定を全く理解できないまま一日をスタートすることも多かった。
ずっと勉強してきた英語なのに、ネイティブの英語も聞き取れないし、自分の英語も正しく伝
わらないことに大きなショックを受けた。この経験から各地域で使われているさまざまな英語を
もっと深く知りたいと思うようになり、関西大学に入学後は英米文学英語学専修を専攻し、英語
学研究の中でも特に言語文化や異文化コミュニケーションといった領域について積極的に取り組
んだ。スラングが多く見られるアメリカ英語や、伝統的かつ標準英語とされる RP（Received 
Pronunciation）の発音をもつイギリス英語だけでなく、世界各国で生まれた「新英語」（New 
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Englishes）（本名 1990）はそれぞれ、地域や階級によって細かく変化が生まれた英語があるとい
うことを知り、4年間を通して言語そのものに対してより柔軟な考えを持つことができるように
なった。
学生時代もっとも熱心に取り組み、日進月歩で培ってきた英語力を将来の職業にも役立てたい
と思い、外資系企業にも視野を広げて就職活動を始めたところ、シンガポール航空での内定が決
定した。それまで私にとってシンガポールはアジア圏のどこかにあるマーライオンの有名な国と
いうイメージしか持っておらず、採用試験のときに面接官が発した独特なイントネーションのあ
る英語に対しても、「やはりアジアの国の人は聞き取りにくい英語を話すのだなあ」と思ったのが
正直な感想だった。しかしその強い訛りが感じられたシンガポール英語は、アジア系民族の文化
的社会的背景に影響されて変容を遂げた、まさに New Englishesの一つであることに気付いた。
シンガポール人の話す英語はどのような背景により創造され、どのような特徴があるのだろうか。
また、客室乗務員は接客業を代表する業種であり、すべての年代のお客様の言葉を正しく理解し、
相手にも理解され、同時に良い印象を与える英語を使いこなさなければならない。言葉の理解や
イメージ・印象についても再度意識するようになった。以上がこの卒業論文のテーマ「シンガポー
ル英語の理解度と印象」～複合民族国家で生まれた新しい英語～に至る経緯である。
第２章　シンガポール共和国とシンガポール英語
はじめに、歴史的にシンガポールという国がどのように成立し、どのような経緯でシンガポー
ル英語が生まれたのか、また現在のシンガポールの言語事情に焦点を当てていく。
第１節　シンガポール共和国の概要
シンガポールはマレー半島の南端に位置し、面積は約 716平方キロメートルで東京 23区の面積
にほぼ等しい。日本のように四季はなく、一年を通して平均気温が 30度前後、湿度が 80％前後と
いう厳しい環境にある。外務省の調査によると 2013年で人口は約 540万人、そのうち 74％を中華
系が占め、続いてマレー系の 13％、インド系の 9％、その他 3％の民族が暮らしている、いわゆる
複合民族国家である。シンガポールは 1819年、それまではマレー人が暮らす小さな漁村だったの
を、当時アジアの貿易や植民地経営で勢力を張っていたイギリス東インド会社のトーマス・ラッ
フルズにより発見・開拓された。その後マレーシア連邦国の 1州となっていたのだが、1965年 8
月 9日に離脱し、現在の独立国となった。近年のシンガポール経済成長は著しく、台湾、香港、
韓国など、アジアの NIES（新興工業経済地域群）の国々と比べても抜き出ており、天然資源や領
土に恵まれない小さな国ながら 1人当たりの GDPにおいては日本を超す豊かな国となった。（国
土交通省 2014）
第２節　シンガポールの言語事情
政府が定める公用語はマレー語、華語、タミール語、英語の４つである。しかし、主にアジア
圏からの移民が多いシンガポールでは、この４つの言語以外にも福建語、広東語、潮州語、客家
語、海南語、上海語、福州語、ボヤニーズ、ジャワニーズ、ヒンディー、ベンガリなどさまざま
な言葉が話され、「言葉の島」（奥村 2006）とも呼ばれる。マレー語はシンガポールの国語である
と憲法で定められており、国歌もマレー語ではあるが実際は国民の大半がマレーを話すことがで
きないという。やはり政治、司法、経済、教育といった場面で使用されるのは英語であるため、
シンガポールにおいての英語を中村（1990）では「最も優勢な言語（dominant language）」という
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言葉で表現した。
しかし、なぜ中華系シンガポール人が国民のほとんどを占める国家において、中国語ではなく
英語が公用語として定着したのだろうか。そこには近隣国との政治的・経済的な関係を配慮した
とされており、中村（1990）は、中国語を唯一の公用語にすれば紛争の勃発が予測でき、さらに
は中国・台湾に続く第三の中国というレッテルを世界から張られることを回避したかったのだと
いう。また、複合民族国家としてそれぞれの言語や文化を平等に尊重しながら国の統一を目指す
中で、英語はどの民族にとっても「非土着性の言語」であるため、多民族国家の統一に必要な民
族的偏りのない中立的言語として最も適切であるとシンガポールの指導者たちが判断したからだ
と述べている。
この先駆者となるのがシンガポールの地理的重要性を見出したトーマス・ラッフルズである。
Schneider（2011）によると、ラッフルズは、典型的な植民地支配によってその土地にイギリス人
集団を配置し、当然のことながら英語による統治を始めたのだが、爆発的な英語の普及が見られ
たのは 1960年代マレー連邦からの独立後であったとされている。当時シンガポール国内で一党優
位にあった人民行動党は、イギリスから持ち込まれた西洋の経済や言語文化を新しく取り入れな
がらも、アジアの国として根付いていたシンガポール独自の文化や価値観などと複合させた。西
洋と東洋の文化の融合により、シンガポールは経済・貿易・テクノロジーにおいての国際的発展
大国として築き上げられたのだと Schneider W. Edgar （2011）は説明している。この背景から、シ
ンガポールにとって英語は自国の成功と発展を称えるシンボルとなった。
第３節　シンガポール英語の変容
シンガポール人は植民地時代にイギリスから持ち込まれたイギリス英語のそのままの形を受け
継ぐシンガポール英語と、福建語・広東語・マレー語など他言語に由来する独特の発音や表現が
加わったシングリッシュとを会話の場面や相手によって使い分けているという。シンガポール英
語に民族語が混じる度合いは威信の高低によるとされており、高層方言（acrolect）、中層方言
（mesolect）、基層方言（basilect）の３つの段階に分けられる。この構成を中村（1990）によると
John Platt（1983）は「言語変種の連続体（speech continuum）」と称した。
【言語変種の連続体（speech continuum）】
高層方言（acrolect） ：最も威信が高い
中層方言（mesolect） ：中間に位置する
基層方言（basilect） ：最も威信が低い John Platt（1983）
私は英語を話すとき、特にネイティブ・スピーカーや外国人とコミュニケーションを取る国際
的な場では、相手により分かりやすく伝えるためにできるだけアメリカ英語のネイティブが話す
ような発音を心がけている。シンガポール人も同じように、行政や商業などの公的あるいは国際
的な場では、円滑な意思疎通を図るためにイギリス英語に近い英語を話す。これが高層方言にあ
たる。私自身の体験として、シンガポール滞在中にホテルで数名のホテルマン（一人は欧米系、
他は中華系かマレー系と思われる）と話す場面があったとき、彼らの会話はとてもスムーズに聞
き取ることができ安心していた。しかしホテルを一歩出てタクシーに乗り込むと、タクシー運転
手（中華系かマレー系と思われる）との簡単な会話や質問がほとんど聞き取ることができずに苦
労したことを覚えている。私はこのタクシー運転手が話していたものが中層方言にあたるものだっ
たのではないかと考える。中層方言は、家族や友人との会話などのインフォーマルな場面で使わ
れ、英語に混じる中国語やマレー語の訛りに親しみや温かみが感じられるそうだ。そして中層方
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言以上に強い訛りが確認でき、標準英語との差異が更に目立ってくるものが基層方言とされ、シ
ンガポール英語の中でも特にシングリッシュと呼ばれる。それぞれの民族語であるマレー語やタ
ミール語などが中層方言より多く使用されるため、シンガポール国民でなければ理解できないこ
ともある。高層方言、中層方言、基層方言の段階において、どこからが高層方言なのか、どこか
らがシングリッシュと呼ぶべきなのか、といった明確な区別はなく、高層方言で会話を始めた二
人が仕舞いには中国語で会話していたということもあるという。
この言語変種の連続体を本名（1990）では高層方言を上位語、中層方言を中位語、基層方言を
下位語と違う言葉で表現した。つまり著者は英語が上位で民族言語が下位であるということを示
している。
第４節　シンガポール英語の特徴
＜発音＞
シンガポール英語は民族間でも差異が見られ、例えばインド系シンガポール人と中国系シンガ
ポール人とではそれぞれの母国語に似た言葉で話すためにイントネーションが違うのだが、基本
的には中国南方の福建省と広東省の中国語と同じ発音のものが多いとされる。シングリッシュの
広まりについて本名（1990）は、シンガポール社会でシンガポール人同士が日常生活のために使
う言葉であるから、シンガポール人にとって分かりやすく便利になるように簡略化されるのは当
然のことであると説明している。したがって多民族が共存する社会でさまざまな民族語の影響を
受けたシンガポール英語は、国内においても必ずしも同じ変化が見られるとは限らない。
ここでいくつか代表的なものを挙げる。
母音の特徴は以下の３つである。
（1） 長母音が長い：seeは [ si ]ように発音される。
（2） 二重母音が単母音で発音される：home, hopeは [ ou ]が [ o ]、make,takeは [ ei ]が [ e ]
のように発音される。
（3） 曖昧母音 [ e ]が用いられない：familiar, conclusion, upon, availableなどは代わりの [ a ]
などの発音を用いる。 
 （中村 1990 p.110）
子音の特徴は語尾子音群（ﬁnal consonant cluster）（中村 1990）である。これは子音群の一部が
以下の場合のときに省略される。以下の（）の部分は発音されない。
（1） 子音が３つ重なったとき、最後の２つは発音されない：paren(ts), cam(ps)
（2） 子音が２つ続くときは、最後の子音が省略される：as(k), behin(d), complain(t)
（3） 中間に位置する子音群も省略されたりすることが多い：hun(d)red, a(l)so
 （中村 1990 p.111）
（4） 子音同士の代用：thin → tin (Hung 2009 p.65)
＜表現＞
シングリッシュ独特のイントネーションを生む代表的なものが語尾につく la(h)やmaなどの使
用である。
・Ok la(h). （いいですよ）
・Go home loh!　（帰ろうよ！）
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・You already eat ma? （もう食べた？）
これは日本語の「ね」「よ」のように、親しさや気軽さを表現する役目や、強調・確認の意味を果
たし、さまざまな会話の語尾に追加される。la(h)という言葉の自体の起源は福建語、マレー語の
両説があると説明されている。（『シンガポールあれこれ』 2014）
シンガポール人の会話には付加疑問の表現 is it?が多く登場する。シングリッシュにおいて is it?
は人称や動詞に関係なく付加疑問文を作るときに用いられ、それぞれの文により働きが異なる。
次の３つの文例を見てみよう。
（1） I want coffee. / Coffee, is it?　（私はコーヒーがほしい。/　コーヒーですね？）
（2） You are busy, is it?　（忙しいですか？）
（3） You are not coming, is it?　（あなたは来ないのですよね？）
 （中村 1990 p.111）
（1）では前者が発言した内容を再度確かめるために使用されている。標準英語では Do you want 
coffee?や You want coffee, right? といった表現となる。（2）では Yesか Noの返答を要求している。
標準英語では Are you busy?となる。（3）では Noの答えを期待した表現である。標準英語では
You are not coming, are you?となる。
＜文法＞
中国語やマレー語は過去を表現するときに動詞の変化がなかったり、過去分詞を用いたりする
ため、英語でも過去形での表現はあまり見られない。相手に伝わり易いよう already, wouldを使い
ながら時制を表している場合もある。
（1） I go there yesterday.  （郭 2006 p.217）
（2） We seen Tarzan last night. （本名 1990 p.14）
（3） I work about four months already. （中村 1990 p.111） 
過去形と現在形の区別がなくなり、wentが goのままになっている。正式な書類や新聞では正
しく書かれているが、会話では相互のコミュニケーションを重視するためかなり乱れている。
Yes / No としての返答の意味で用いられる can, cannotの使い方がある。また、返答のときに主
語が省略されることもあり、can, cannotだけでなく述語の独立使用が見られる。
（1） Can we come together? / Can. (Cannot.)
（2） Are you angry with me? / Angry.
（3） Are you coming? / Coming.
 （Honna 2008 p.34）
質問に対して返答するとき、標準英では Yesか Noを明確にした上で主語・動詞と続くため、
（1）Yes, I can. / No, I can’t.となったり、（2）の場合は Yes, I am angry.となったりする。しかしシ
ンガポールではイントネーションによって Canだけで質問できたり、質問の回答ができたりもす
る。例えば洋服屋さんで店員に向かって、洋服を指して「Can？」「Can.」という会話は、「試着
してもいい？ (Can I try this on?)」「いいですよ。(Yes, you can.)」という意味になる。
＜語彙＞
シンガポール英語の中にはマレー語やタミール語などの語彙、とくに固有名詞はそのまま借用
しているものが多い。例えば、フードコートと呼ばれるショッピングセンターにある飲食店の集
合体をシンガポールでは露天商、屋台という意味の英単語である Hawkerからホーカーズと呼ん
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でいる。屋台を営むのが主に中華系やインド系シンガポール人であるため、さまざまなアジアの
言葉が食を中心としてシンガポール国民の生活に深く根付き、社会全体でも日常的に使われてい
る。例えば店内で食べるか持ち帰るのかを伝えるとき、標準英語では For here.（店内で食べる）
がマレー語のマカン、to go（持ち帰る）が中国語のダーパオ、パケットと表現されるし、料理や
食材の名前はわざわざ英語に訳すことなく中国語をそのまま借用するということが説明されてい
る。(Singapore Navi 2011)
以上のように、現代のシンガポール人は歴史的に持ち込まれたイギリス英語に中国語やマレー
語を上手く取り込んだ新しい英語で国民同士の円滑なコミュニケーションを図っている。方言に
は、人々に親しみやすい柔らかい印象を与える効果があり、くだけた英語の使用が許可されたリ
ラックスできる状況を人々は好んでいるという。また、それを公的な場面で使うことによってシ
ングリッシュが独自のアイデンティティであることを主張している。奥村（2006）によると、中
国語やマレー語などの独特なアクセントが感じられる英語はお国自慢の一つという認識があり、
2005年 8月 5日、シンガポール建国 40周年に発行された聯合早報の「シンガポール人の誇り」と
いうコラムには、「マーライオン」、「ﬁne city」と並んで、「シングリッシュ」が挙げられた。
第５節　政府による英語化と民族言語
シンガポールでは現在、子どものバイリンガル（2ヶ国語）政策を推奨している。つまり公用語
である英語と中国語の 2つの言語の習得を目指している。シンガポールの発展は世界のグローバ
ル化を見越したこの英語能力の育成にあったともいえる。
1979年、当時の首相リー・クアンユーは “Speak Mandarin”というキャンペーンを展開し、中国
系シンガポール人がそれぞれの方言に代わってマンダリン（中国語）を使用することが奨励され
るようになった。これは、当時の大多数の中国系シンガポール人が華語の教育を学校で受けても、
普段家庭では方言を使用してしまい結局はマンダリンを話せなくなることを防ぐためのキャン
ペーンである。中国系の人々をまとめ、マンダリンをより生活に根付かせることを目的としたも
のであったとされる。（合田 2013）
また同時に、シンガポール政府は 1970年代から初等・中等教育の教育使用言語の英語化を進め
始めた。小学校生徒数の全体に対する英校（英語を教育媒介語とする学校）と華校（華語を教育
媒介語とする学校）の割合を調査した結果、1959年には英校が 47％、華校が 46％とあまり変わら
なかったのが、1979年には英校が 91％、華校がたったの 9％と劇的な変化を見せた。（金井 2000 
p.7）
これらの言語政策によって中国語と英語の両方を習得したバイリンガルシンガポール人は、こ
の二つの言語をより効率的に掛け合わせ、民族間の意思疎通を重視したコミュニケーションツー
ルとして使用するようになった。この新しい言語がシングリッシュと呼ばれるものであり、John 
Platt（1983）が提唱した「言語変種の連続体（speech continuum）」（中村 1990）における基層方
言（basilect）に部類する。
しかし、シングリッシュは “corrupted” （Schneider 2011）やハンディキャップ、欠乏（Hung 
2009）とさえ表現されるようになった。これまで外国との交易によって発展してきたシンガポー
ルにとって、国外で理解されない言葉は間違っているとシングリッシュは国のリーダーたちによっ
て追放され、”clear, clean”と定義されるイギリス英語の使用を推奨している。リー・クアンユー
元首相はとくにシングリッシュの排除を徹底した人物の一人であり、以下は当時の政府が実施し
た具体的な政策である。
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１、ネイティブ・スピーカーの英語教師の採用
２、完了への英作文技術養成コースの設置
３、国営メディア SBC（Singapore Broading Corp.）から、シンガポール訛りを一掃
４、国の主要新聞である The Straits Timesの記事を正しい英語に
 （奥村 2006 p.51）
2001年から始まった「正しい英語を話す運動」 “Speak Good English Movement” (以下 S-GEM)
は現在も広く推奨されている。この Good Englishとされる英語はどのような英語なのかを（奥村
2006 p.22）では以下の引用を用いて説明している。これはシンガポール首相リー・シェンロンが
2005年の S-GEMの開幕の式典において声明したものである。
よい英語を話すというのは、美辞麗句や気取った表現を使うことではなく、アメリカ人のよ
うにアメリカ英語を話すことでもない。ただ文末の「Lar」や「Lor」などを捨て、なるべく
基本的な文法で完全な文を話すだけのことである。
 （The Straits Times 2005.5.14）
近年のようなサービス産業の振興による一大観光都市となり、外国との交わりを通して発展を
し続けているシンガポールは、外国人との確実な相互理解を図るために、自国の言語文化を取り
除いたクリーンで正しい英語を話さなければならない運命にあるのかもしれない。現在この
S-GEMは、小売業者、ホテル従業員など、いろんな人と多く接する仕事のサービス業者が主な対
象となっている。
英語を積極的に使うことは、国民全体をまとめるための非常に有効な手段である。しかし、自
国のアイデンティティともされるシングリッシュや、依然として家庭などの小さなコミュニティー
内においての中国語などの方言での会話は、シンガポール人にとって心が安らぎ、最も自分らし
くいられる瞬間であると話す人もいる。このシングリッシュに対する国民と政府との意見の相違
について Schneider (2011)は、シンガポール社会においてどの程度の自由主義と大勢順応主義が
許されるとするかの問題であると述べている。
第３章　理解度と印象
第１節　理解するということ
シンガポール航空の採用試験にあたり英語での面接を想定して、日本人同士ではあるが英語で
の面接練習に力を入れていた。試験当日も何名か中華系またはマレー系シンガポール人の方によ
る質問を受けたのだが、話すスピードの速さや独特のイントネーションに戸惑ってしまい、「あな
たの長所は？」「なぜ弊社を志望するのですか？」など、毎日練習してきた典型的な面接での質問
内容であったにも関わらず何度か質問を繰り返し聞いてしまった。日本人を相手にした面接練習
のときには、例え長文の英語で質問されてもほとんど問題なく聞き取れていたのに、同じ英語で
も理解の程度が異なるのはなぜなのか。まず理解という言葉の定義について説明したい。
Larry E. Smith（2009）によると、「理解」ということは以下の 3つの要素から成ると述べてい
る。
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1、Intelligibility（明確性）：他者による発言や言葉自体を理解できる程度
2、Comprehensibility（包含性）：他者による発言や言葉の意味をつきとめられる程度
3、Interpretability（解釈力）：その発言や言葉の背景にあるものを理解できる程度
（Smith and Nelson 2006）
続けて Larry E. Smithは以下のタイ語の言葉を用いてこの３つの要素が「理解」においてどの
ような段階にあるかを説明している。
‘Khun kamlang ca pai nai khrab?’
この言葉は ’Pai nai?’としばしば省略して使われる。この言葉を聞き、その言葉を繰り返して
言ったりアルファベットで書き下したりすることができたのならば、Intelligibilityは高いと言える
だろう。また、paiが go、naiが whereという意味であることを教えられていたのならば、この例
文は ’where are you going?’という意味であることが分かる。この段階で Comprehensibilityは高い
と言える。この段階で ’Pai nai?’は ’where are you going?’という意味であることが分かり、最後に
この発言者は何を目的としているか？という質問に対して、「発言者はわたしがどこに行こうとし
ているのかを知りたいために質問した。」と解釈した場合、Interpretabilityは低いとされる。この
‘Khun kamlang ca pai nai khrab?’という言葉は、英語でいう ’how are you?’と同じようにあいさつ
などのシチュエーションで使われる、’phatic communion’（Smith 2009）‘交換言語 ’と呼ばれるも
のなのだ。したがって、’Pai nai?’と聞かれたとき、これはタイ語であいさつをされているという
とこを認識した上で ’to the market.’や ’On business’という返答ができた場合、その人の
Interpretabilityは高く、全体の理解程度としても高いという評価がなされる。この３つの要素は言
語学習において、決していつもではないが、Intelligibility→ Comprehensibility→ Interpretability
の順で身につくとされる。したがってシンガポール英語をきちんと理解するということは、英語
の中に混ざりこむ中国語やマレー語なども含める言葉の聞き取りや読み書きができ、その意味を
知っていること、加えてシンガポールがどのような文化的・社会的背景を持っている国なのかま
で知っておかなければ、シンガポール英語を十分に理解していることにはならないのだ。
Intelligibilityに関する研究はさまざまな国・地域で、ネイティブ・ノンネイティブなどすべての
人を対象にして行われている。Ying-Young, et.al (2013）の論文ではMunroと Derwing（1995）は
アメリカ英語話者に対してノンネイティブスピーカーによる発言を文字に書き起こさせるディク
テーション方法によって理解度を計ったと言及されている。この調査は驚くことに、教育現場に
おける指導者の発音指導能力を評価することを目的としていた。英語の理解度を評価されるのは
いつも英語学習者であるという私のそれまでの固定観念を覆した。また同論文の中で、
Kirkpatrick、Deterding、Wongらは 2008年、香港英語はシンガポール人とオーストラリア人に
とって非常に理解度が高いことを発見したと記載されている。（Ying-Young, et. al 2013）多くの中
華系住民が暮らしているという同じ社会的背景を持つシンガポールとオーストラリアでの英語に
は何か共通点があるのかもしれない。
第２節　言語が与える印象
Kirkpatrickと Saundersは 2005年、理解程度に加えて印象や態度、気持ちなどにも焦点を当て
た調査を行った。(Ying-Young, et.al 2013) その調査は、オーストラリア大学の生徒にシンガポール
人とオーストラリア人による１分間のスピーチをそれぞれ聞かせ、その英語に好感を持てたか、
また、そのスピーカーに対して知性を感じられたかを質問する、といった方法であった。しかし、
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印象や態度に関する返答のほとんどはスピーチの内容に基づく情報が判断の材料となっていたよ
うで、例えばスピーチの中でたくさんの字数を読んだ者に対しては知性があると感じ、自分の功
績などばかりを話した人に対しの印象はうぬぼれている、という結果になっている。また、
Deterdingは 2005年、イングランド南部で使用される河口域英語はシンガポール人にとっては理
解しにくく、比較的に話すスピードが速いシンガポール人は、河口域英語特有のゆっくりとした
話し方に対して倦怠感や眠気を感じていることを発見したと示されている。（Ying-Young, et.al 
2013）ゴー・チョクトン元首相は、シングリッシュが人々に与える印象について、以下のように
発言している。 “Poor English reﬂects badly on us and makes us seem less intelligent or competent.
「シングリッシュはシンガポールに悪影響をもたらす乏しい英語だ。我々のもつ知性や適性が少な
いように見えてしまう。」（Speak Good English Movement 2014）
第４章　調査
第１節　調査について
この章では、これらのシンガポール英語が創造された背景と現状、そして言語理解における理
解の程度とその印象の概念をもとに、実際にシンガポール英語は日本人英語話者にどの程度理解
され、どのような印象を与えるのかをディクテーションを用いて調査した。また、シンガポール
英語はもともとイギリス英語から進化したものであるため、イギリス英語との比較も含めた調査
を行った。
（1）調査対象者
調査対象者はすべての日本人英語話者を対象とする。回答は 30人で、10代から 50代までの幅
広い世代から得た。回答者は関西大学生、アルバイト先の方々、カフェで休憩をしている人など
で、英語成熟度においてもさまざまである。
 
（2）調査方法
回答方法はシンガポール英語話者とイギリス英語話者によるスピーチのディクテーションから
理解度を調査し、それぞれどのような印象を持ったかを回答してもらった。ただし固定観念に基
づく判断を防ぐため、回答者にはそれぞれどこの国の出身者によるスピーチなのかを明確にせず、
シンガポールを A国、イギリスを B国とした。シンガポール英語の例文の音源は You Tubeに投
稿されていた「You Singaporean?」の一部（http://youtube.be/aoZIF59Qsiw, 2011年 11月 9日）
を引用し、この音源とほとんど同じ文章をイギリス出身者である英米文化専修のジェームス・カー
ワン教授に音読してもらったものをイギリス英語の例文とした。（ただし、シンガポール英語で見
られる他言語からの借用語や標準英語とは異なる文法の使用については、カーワン教授の助言の
もとにイギリス英語の表現に変更した。）
（3）調査項目
回答方法はディクテーションによる記述式と選択式である。調査紙は以下に示すように、調査
①と②の計 14項目の質問から成る。
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卒業論文 
「シンガポール英語の理解度と印象」 
文学部 総合人文学科 英米文学英語学専修 
文 11-0824 綿谷 あずさ 
 
1 
 
卒業論文調査① 
 
このアンケートは、ある２つの国で話されている英語の理解度とその印象を調査するこ
とを目的とし、すべての日本人英語話者を対象に行います。以下の質問にお答え下さい。 
 
今から約１分間、A 国出身の英語話者によるスピーチを 2 回流しますので、以下の空欄
に聞きとった英語を書き取って下さい。（知らない単語が出てきた場合は、ローマ字表記で
聞こえた通りに書いてみて下さい。） 
 
Hi. Good Morning. My name is Terry. T-E-R-R-Y. Terry. I’m a working class 
Singaporean. Every morning, I take the ①               to work. 
And you know what SBS stands for? ②                  lah! 
20 minutes already, bus still not here. And when the bus comes, the people 
just rush for it you know. Later you’ll see this woman. Coming, coming, ah 
there, this woman lah. Macam don’t push cannot get onto the bus like that. 
Stare at me some more. But wah! Like really don’t push cannot get onto the 
bus, so ③            ,(*)packed like sardines. My 
④                    ? Know how to say “packed like sardines”.  
 
(*)packed like sardines・・・すし詰め 
 
それでは続いて以下の質問にお答え下さい。  
⑤ 空欄②の意味を和訳してみて下さい。 
（      ） 
 
⑥ 空欄④について質問です。話者はなぜこのように言っているのでしょうか？ 
（          ） 
 
⑦ A 国出身者のスピーチを聞いて、どのような印象を持ちましたか？（1 低い→5 高い） 
Intelligence（知能度）話者は理解力があり、聡明さを感じる。 （1・2・3・4・5） 
Proficiency（堪能度）話者の英語は堪能で熟練している。    （1・2・3・4・5） 
Likability（好感度）話者の英語に対して好感が持てる。     （1・2・3・4・5） 
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2 
 
 
 卒業論文調査② 
 
続いて B 国出身の英語話者によるスピーチを 2 回流しますので、以下の空欄に聞きとっ
た英語を書き取って下さい。１枚目と同じく、知らない単語が出てきた場合は、ローマ字
表記で聞こえた通りに書いてみて下さい。 
 
Hi. Good Morning. My name is Terry. T-E-R-R-Y. Terry. I’m a working class 
Singaporean. Every morning, I take the①                to work. 
And you know what SBS stands for? ②                lah! 
20 minutes already, bus still not here. And when the bus comes, the people 
just rush for it you know. Later you’ll see this woman. Coming, coming, ah 
there, this woman lah. Like don’t push cannot get onto the bus like that. 
Stare at me some more. But wah! Like really don’t push cannot get onto the 
bus, so ③     , (*)packed like sardines. My
④               ? I know how to say “packed like sardines”.  
 
(*)packed like sardines・・・すし詰め 
 
それでは続いて以下の質問にお答え下さい。  
⑤ 空欄②の意味を和訳してみて下さい。 
（      ） 
 
⑥ 空欄④について質問です。話者はなぜこのように言っているのでしょうか？ 
（          ） 
 
⑦ B 国出身者のスピーチを聞いて、どのような印象を持ちましたか？（1 低い→5 高い） 
Intelligence（知能度）話者は理解力があり、聡明さを感じる。 （1・2・3・4・5） 
Proficiency（堪能度）話者の英語は堪能で熟練している。    （1・2・3・4・5） 
Likability（好感度）話者の英語に対して好感が持てる。    （1・2・3・4・5） 
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第２節　調査の質問について
調査①・②における質問①～④は、それぞれシンガポール英語とイギリス英語の理解程度を
Larry E. Smithによる理解への３つの要素である、Intelligibility（明確性）・Comprehensibility（包
含性）・Interpretability（解釈力）のうち、Intelligibilityを計ることを目的とした。言葉を聞いて、
それを繰り返して言ったりアルファベットで書き下したりすることができた場合、Intelligibilityは
高いと言え、言葉の十分な理解につながる最初の段階で獲得する能力であるといわれている。
以下は調査①で使用した A国出身者（シンガポール英語）のディクテーション原文である。
以下は調査②で使用した B国出身者（イギリス英語）のディクテーション原文である。
これはディクテーションで使用した例文の日本語訳である。シンガポール英語もイギリス英語
も内容は同じ以下の通りであった。
おはようございます。私の名前はテリーです。スペルは T-E-R-R-Yと書いてテリーです。私は労
働階級のシンガポール人です。毎朝、私は交通機関を使って仕事に向かいます。あなたは SBSが
何の頭文字か知っていますか？めちゃくちゃ遅い！という意味です。もう 20分も経っているのに、
バスはまだ来ていません。だからバスが来たら、みんな急いで乗り込もうとするのです。この女
性は後々登場しますよ。来た来た、ほらそこに、さっきの女性です。このように前の人を押さな
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3 
 
第２節 調査の質問について 
 
調査①・②における質問①～④は、それぞれシンガポール英語とイギリス英語の理解程
度を Larry E. Smith による理解への３つの要素である、Intelligibility（明確性）・
Comprehensibility（包含性）・Interpretability（解釈力）のうち、Intelligibility を計るこ
とを目的とした。言葉を聞いて、それを繰り返して言ったりアルファベットで書き下した
りすることができた場合、Intelligibility は高いと言え、言葉の十分な理解につながる最初
の段階で獲得する能力であるといわれている。 
 
以下は調査①で使用した A 国出身者（シンガポール英語）のディクテーション原文であ
る。 
Hi. Good Morning. My name is Terry. T-E-R-R-Y. Terry. I’m a working class 
Singaporean. Every morning, I take the ①   public transport    to work . 
And you know what SBS stands for? ②     Si Bei Slow        lah! 
20 minutes already, bus still not here. And when the bus comes, the people 
just rush for it you know. Later you’ll see this woman. Coming, coming, ah 
there, this woman lah. Macam don’t push cannot get onto the bus like that. 
Stare at me some more. But wah! Like really don’t push cannot get onto the 
bus, so ③     crowded    , (*)packed like sardines. My④ England       
not bad right         ? Know how to say “packed like sardines”.  
 
以下は調査②で使用した B 国出身者（イギリス英語）のディクテーション原文である。 
Hi. Good Morning. My name is Terry. T-E-R-R-Y. Terry. I’m a working class 
Singaporean. Every morning, I take the ①    public transport   to work . 
And you know what SBS stands for? ②     So Bloody Slow          lah! 
20 minutes already, the bus is still not here. And when the bus comes, the 
people just rush for it you know. Later you’ll see this woman. Coming, 
coming, ah there, this woman lah. Like don’t push cannot get onto the bus 
like that. Stare at me some more. But wah! Like really don’t push cannot get 
onto the bus, so ③    crowded    , (*)packed like sardines. My④ English      
is not bad right      ? I know how to say “packed like sardines”.  
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第２節 調査の質問について 
 
調査①・②における質問①～④は、それぞれシンガポール英語とイギリス英語の理解程
度を Larry E. Smith による理解への３つの要素である、Intelligibility（明確性）・
Comprehensibility（包含性）・Interpretability（解釈力）のうち、Intelligibility を計るこ
とを目的 した。言葉を聞いて、それを繰り返して言ったりアルファベットで書き下した
りすることができた場合、Intelligibility は高いと言え、言葉の十分な理解につながる最初
の段階で獲得する能力であるといわれている。 
 
以下は調査①で使用した A 国出身者（シンガポール英語）のディクテーション原文であ
る。 
Hi. Go d Morning. My name is Terry. T-E-R-R-Y. Terry. I’m a working class 
Singaporean. Every morning, I take the ①   public transport    to work . 
And yo  know what SBS stands for? ②     Si Bei Slow        lah! 
20 minutes already, bus still not here. And when the bus comes, the people 
just rus  for it you know. Later you’ll see this woman. Coming, coming, h 
the , this woman lah. Macam don’t push cann t get onto the bus like that. 
Stare at me some more. But wah! Li  really don’t push cannot get onto the 
bus, so ③     crowded   , (*)packed like rdines. My④ England       
not bad right         ? Know how to say “packed like sardines”.  
 
以下は調査②で使用した B 国出身者（イギリス英語）のディクテーション原文である。 
Hi. Go d Morning. My name is Terry. T-E-R-R-Y. Terry. I’m a working class 
Singaporean. Every morning, I take the ①    public transport   to work . 
And yo  know what SBS stands for? ②     So Bloody Slow          la ! 
20 minutes already, the bus is still not here. And when the bus comes, the 
people just rush for it you know. Later you’ll see this woma . Coming, 
coming, ah th re, this woman lah. Like don’t push cannot get onto the bus 
like that. Stare at me some more. But wah! Like really do ’t push cannot get 
onto he bus, so ③    crowded    , (*)packed li  sardines. My④ English      
is not bad right      ? I know how to say “packed like sardines”.  
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いと、ちゃんとバスに乗れないのです。睨まれてしまいました。しかし、まあ、本当に押しのけ
ないとバスに乗れないくらい、とても混み合っています。「すし詰め」状態です。私の英語も悪く
ないでしょう？「すし詰め」という言葉もちゃんと知っています。
調査①・②における質問⑤は、それぞれシンガポール英語とイギリス英語の理解程度の
Comprehensibility（包含性）（Smith & Nelson 2006）を計る項目である。回答者はディクテーショ
ンにより書き取りができた上で、その意味が分かるかを調査した。
調査①・②における質問⑥は、それぞれシンガポール英語とイギリス英語の理解程度の
Interpretability（解釈力）（Smith & Nelson 2006）を考察するための項目である。なぜスピーカー
はその発言をしたのかを推測してもらった。
最後に調査①・②における⑦では、A国出身者と B国出身者のそれぞれの印象を尋ねた。2つの
英語を聞いて、Intelligence（知能度）話者には理解力があり、聡明さを感じられたか、
Proﬁciency（堪能度）話者の英語は堪能で熟練しているように思えたか、Likability（好感度）話
者の英語に好感が持てるか。この３つの項目を 5段階で評価してもらったものを Aと Bで比較し
ていく。
第５章　調査結果
ディクテーションによる調査結果では以下のような回答を得た。
＜質問① public transport＞特徴は以下の通りである。
・シンガポール英語：どちらの単語も語尾の子音が発音されない。
・イギリス英語：イギリス英語の RP発音が確認できる。
　
ほとんどの回答者がイギリス英語の書き取りができており、ディクテーション問題４つのうち
一番正解率が高く、18人が正しいディクテーションができていた。これに対して、シンガポール
英語の書き取りはほとんどが空欄であり、回答には bで始まる言葉の回答や barbequeという単語
を書き取った回答者が 3人いた。
＜質問② Si Bei Slow・So Bloody Slow＞
・シンガポール英語：マレー語からの借用。音源となった You Tubeの動画では very very very 
slowと訳されている。
・イギリス英語：Bloodyはイギリス人がよく使う表現である。意味は調査①で訳されていた very 
very very slowとほとんど同じ意味になるようカーワン教授に助言を求めたところ、この表現が最
もイギリス英語らしい、と提案された表現である。
　
質問②でも、やはりシンガポール英語においては空欄が目立つ中、See Be Soや See Bay スモー
といった近い回答があった。Bloodyについては多くの回答者がこの単語は知っていたようだが正
しいスペリングが難しかったようだ。私はニュージーランドに留学していたころによく聞いた単
語だったので馴染みがあったが、日本人英語話者にとってはあまり聞き慣れない表現だったかも
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しれない。
＜質問③ Crowded＞
・シンガポール英語：アクセントがイギリス英語の RPと異なり後方にくる。過去の表現 edが発
音されない。
・イギリス英語：イギリス英語の RPではアクセントは前方に置かれる。
シンガポール英語の発音では後方にアクセントが置かれるため、crowd itや crow dahなど、２
つの単語のように聞き取った回答者も数名いた。イギリス英語の回答では、clowdedや crawdな
どスペルに間違いが見られ、日本人の rと lの違いや子音の細かい区別に対する不得意さが見られ
た。
＜質問④ England not bad right・English is not bad right＞
・シンガポール英語；Englishの代わりに Englandという単語が使われている。be動詞の isが省
略されている。
・イギリス英語：単語の正しい使用。主語 +動詞の関係が成り立っている。
シンガポール英語の回答はほとんど空欄だった。このフレーズはどれも比較的簡単な単語で成
り立っているが、スピーチ全体の話すスピードも速かったため聞き取るのは非常に難しかったよ
うだ。一方イギリス英語では完璧なディクテーションができている回答者が 17人、その他の回答
も English is not badなどほぼ正解に近いものも多くあった。
以下は空欄①～④のディクテーションにおける正解者数をグラフ化したものである。
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全体的に、日本人英語話者のシンガポール英語への Intelligibilityはとても低く、イギリス英語
に関しても決して高いと言える結果にはならなかった。スピーチがとても早口であったことも一
つの要因だと推測するが、イギリス英語に関しては、聞き取りには成功していたものの bloodyの
スペリングや rと lの混同などの間違いが多くあったため、予想より低い結果となった。
＜調査①②、質問⑤＞
それぞれシンガポール英語とイギリス英語の理解程度の Comprehensibility（包含性）（Smith 
2006）を計るために行ったものであった。シンガポール英語の Si Bei Slow、イギリス英語の So 
Bloody Slowはどちらも地域特有の表現方法である。
シンガポール英語ではディクテーションの正解がほぼなかったため、この質問においてもほと
んど全てが空欄であった。また推測して書かれたと思われる回答を含めても正解率は 0であった
ため、日本人英語話者によるシンガポール英語への Comprehensibilityは低いという結果になった。
対してイギリス英語では、「とても遅い」「めっちゃ遅い」などの回答が確認できた。ディクテー
ションに成功していた回答者 15人中のほとんどが和訳も正しくできていたため Comprehensibility
は高いということが言える。
＜調査①②、質問⑥＞
理解程度の Interpretability（解釈力）（Smith & Nelson 2006）を計るために行ったものであった。
これは理解程度において最も高度な理解ができているとされ、ディクテーションによる言葉の書
き取り、その意味の理解や文章全体の理解、そして英語が母国語ではない国における言語事情や
話者の心情をくみとって解釈をしなければならない。
この２人のスピーカーは、混み合っている状態の慣用句として「すし詰め」という言葉を知っ
ていた。I know how to say ‘’packed like sardines”.という質問⑥の後に続く文から、「自分は難しい
表現を知っている」ということを強調するための発言だったと考えられる。　　　A国出身者に
よるスピーチでは、Englishのことを Englandに代えるシンガポール特有の語彙の使用や、直後の
文に Iの主語の欠落があったため、全体の文章を理解するのは難易度が高かったと思われる。今
回の調査では、空欄④におけるディクテーションの回答がほとんど見られなかったため、「理解」
における Interpretabilityは低いという結果になった。
イギリス英語話者による調査結果では、「“すし詰め ”を英語で言えたから」「難しい表現を知っ
ていたから」という解答がディクテーション正答者 17人中 7人に見られたが、依然として
Interpretabilityは低いと言わざるを得ない。
理解における最高段階の要素である Interpretabilityは、相手の発言の意図をきちんと解釈し、
言葉では直接的に表現されていないその人の心情に気づくことができるかが焦点だと考える。そ
こで、英語が母国語ではないシンガポール人にとって、この一文のニュアンスは少し違っていた
のではないだろうか。シンガポール人の英語の発音や文法は標準英語とはかけ離れ、Si Bei Slow
など他の言語からの借用語も多くあることから、シンガポール人の英語は間違っている、下手だ、
英語力がないと思われることもある。しかし実際には、packed like sardinesのような、難易度の
高い英語の表現もちゃんと知っている。言葉の中にときどきマレー語が混じるのは英語を知らな
いからではなく、わざと違う表現を使っているということになる。シンガポール人がアジアの言
語と英語とを混ぜて使用することに関して、Schneider（2011）は、英語に対して無知であるがゆ
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えのものではなく、意図的な表現形式の選択とアイデンティティの投射であると述べた。このス
ピーチのもととなった You Tube動画「You Singaporean?」の作成者は、シンガポール人の英語が
劣っているのではなく、意図的にマレー語などの表現を使用しているということを知らせたかっ
たのかもしれない。
＜質問⑦ Intelligence, Proﬁciency, Likability＞
最後の調査項目として、以下は質問⑦で以下の３つの印象を調査した結果の平均値をグラフ化
したものである。
Intelligence（知能度）話者には理解力があり、聡明さを感じられた。
Proﬁciency（堪能度）話者の英語は堪能で熟練しているように思えた。
Likability（好感度）話者の英語に対して好感が持てた。
グラフから一目で分かるのは、全体的に A国出身者（シンガポール英語話者）は B国出身者
（イギリス英語話者）よりも Intelligence,Proﬁciency,Likabilityの全ての項目において評価が圧倒的
に低かったということだ。アメリカ英語・イギリス英語が英語教育でも主流な日本において、や
はり B国出身者のようなきれいなイギリス英語を話せる人というのはもちろん英語が堪能である
ことに加え知能があり、好感が持てるとされ、3つ全ての項目への評価が 3以上という結果を出し
た。それに対してアジア言語の訛りが強く感じられた A国出身者に対しては、「きっとこの話者は
英語を十分に話せないのだ。」と判断され、知能や堪能さに欠ける印象を与えてしまったようだ。
しかし今回の調査結果を受けて最も面白いと感じたのは、A国出身者に対する好感度のばらつ
きである。平均値としてはこの項目において B国出身者と同等な評価を得ることができなかった
のだが、A国出身者に対する Likabilityの評価には大きな分散が見られ、評価が 1から 5の全てに
分かれた唯一の項目であった。つまり全体としてシンガポール英語話者に対しての好感度は低い
という結果になってしまったものの、一部の人にとっては独特のアクセントを感じる英語の話し
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方にとても好感が持てたということだ。
もし今、私が同じように A国出身者と B国出身者によるスピーチの Likabilityを評価するとし
たら、A国出身者への評価は非常に高く、B国出身者への評価は少し低いものになっていただろ
う。このスピーチを聞くと、A国の話者はアジア系の人であることが感覚的に推測できる。私に
とってアジアの国は、明るく陽気な人が多いイメージがあり、留学中に知り合ったアジア系の友
人も多くいるのでとても親しみを感じる。それに対して B国の話者は（スピーカーがカーワン先
生であるということを知らなくても）、とても賢そうでなんとなく律儀な人、といったイメージを
抱くが、前者と比べてあまり感情的な話し方ではないため距離を感じていたかもしれない。
Likabilityにおいては、個人の経験や固定観念に基づいてさまざまに変化することを改めて知った。
第６章　まとめ
英語が ”world language”と呼ばれるようになり、多国間コミュニケーションが可能となった近
年、経済、商業、政治などいろいろな分野で英語の重要性はどんどん高まっている。英語を母国
語とする人々が約 3億人いるのに対し、母国語ではないが第二言語として英語を話すことができ
る人々はなんと約 20億人にものぼるといわれている。（本名 1990）それだけ多くの人々によって
話される言語は、ネイティブ・スピーカーであるイギリス人やアメリカ人などが話すそのままの
形が広まっているわけではなく、必然的にその国や地域の文化的・社会的影響を受けて多種多様
な変容をみせている。
日本でもカタカナ表記される言葉が日常生活に溢れているが、特に近年ではスマートフォンを
スマホと略したり、政治でも安部晋三内閣の経済政策はエコノミクスとかけ合わせたアベノミク
スという造語で表されたりと、積極的な英語の借用、そしてより日本人に受け入れられやすいよ
うな工夫が見られる。同じように、当初シンガポールにとってイギリスから持ち込まれた外国語
であった英語は、発音や文法、語彙など、あらゆるところに独自のアジア文化の要素が混ざり、
シンガポールにしかない言語、シングリッシュへと変容を遂げた。シンガポール国全体の経済発
展とともに誕生したシングリッシュは国民の誇りとなったのだ。そして現在、国際的な場面での
相互理解を図るためのコミュニケーションツールとしてだけではなく、シンガポールとしてのア
イデンティティを主張するものとして認識されるようになった。
しかし今回の調査から明らかになったように、われわれ日本人のように英語を第二言語として
学ぶ人々にとって、民族語が混じるシンガポールの英語は非常に理解が難しく、本当はイギリス
人などのネイティブと同等レベルに熟達した英語能力を有するにも関わらず、知能性や熟達度に
欠ける印象を与えてしまっていることが判明した。現実問題として、国民と政府との間にはシン
グリッシュの使用に対する意見の食い違いが生じていた。
この言葉は、私がそれまでぼんやりとしたイメージしか持てなかった、「シンガポール英語＝ア
イデンティティ」という関係を一瞬にして理解へと導いてくれた、シンガポールの中米大使 T.T.B. 
Koh氏による発言である。
“When one is abroad, in a bus or train or aeroplane and when one overhears someone speaking, one 
can immediately say this is someone from Malaysia or Singapore. And I should hope that when I’m 
speaking abroad my countrymen will have no problem recognizing that I am a Singaporean.”
 本名（1990 p.10）
（外国に行って、バスや電車や飛行機のなかで人が話をしているのを耳にすると、その人がマレー
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シアあるいはシンガポール人出身かどうかはすぐにわかる。私が外国で話をするときも、同郷の
人に、私がシンガポール人であることをすぐにわかってもらいたいと思っている。）
 本名（1990 p.10）
私は生まれ故郷で話されている「～やが。～の。」という語尾が特徴的な福井弁を「田舎くさ
い。」と馬鹿にされたことがあり、関西に来た頃はその訛りを必死に隠そうとしていた。逆に「下
品であまり好きではない。」と言っていた友人が使う「～やねん。～やん。」といった関西弁にと
ても好感を持っていた私は、彼女の話し方を真似ていた経験がある。しかし、T.T.B. Koh氏が述
べるように、バスや電車の中で福井弁が聞こえてきたらすぐにその人が福井県出身であることが
わかるし、大阪ではあまり耳にすることのない福井弁を嬉しく感じる。外国でしか意識されない
と思いがちなアイデンティティは、国内においても発見できるのだ。
独特の言葉を話し、その訛りを愛する人々がいる一方で、それとは真逆の意見を持つ人々がい
る。それは国の内外を問わず、言葉に対する考えや印象はさまざまであることが今回の調査では
明らかとなった。シンガポールでは、伝統的アジア文化と英語圏のイギリス文化、それぞれがも
つ言語の多様性を適切に評価しながら、会話の場面や相手に応じて相互に正しく理解される英語
を話すということが最も有効な英語の在り方であると考える。私は、客室乗務員として機内で出
会うさまざまな国籍のお客様と接する際、英語と日本語の使い分けだけでなく標準英語とシンガ
ポール英語を使いこなすことができれば、相互理解を超えたお客様への感謝、思いやりを言葉に
よって表現することができると信じている。しかし、それは多民族国家であるシンガポールに限
らず、英語母国語話者とそうでない英語話者が、このグローバルな世界で円滑なコミュニケーショ
ンを取るために必要な能力なのではないだろうか。
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